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　蕭紅はそんな半封建半植民地の東北、ハル ビンで創作活動を始めるが、 日本偲偏政権の厳 し




と、戦火を避けて移 り住む。 しか し、安全を求めて逃れてきた香港も、1941年12月8日、太平
洋戦争に突入すると、直ちに、 日本軍に占領される。彼女は、 日本の帝国主義的侵略から逃れ
て転々とせざるを得ない情況下、不安と恐怖のなかで、その作品を書き綴ったのである。
　1933年、ハル ビンで抗 日文芸活動に参加 して作品を書き始めてから、わずか十年足らずの間































は裏庭に遊びに連れて行ってもらえない し、ひとつには、祖父がこのために しば しば罵ら
れたのである。祖母は彼が怠け者だといっては罵 り、磨き方が悪いといっては罵った。祖
母が祖父を罵 りは じめると、 しば しば、どうい うわけか、わた しも罵られたのである。祖
母が祖父を罵 りは じめると、わたしはすぐ粗 父の手を引いて外へ向か った。「裏庭へ行こ
うよ」といいながら。それで、祖母はわた しを罵ったのかもしれない。彼女は祖父を 「ト
ウヘンボク」といって罵 り、わた しを 「チ ビトウヘンボク」といって罵った。
　蕭紅は祖父を引っ張って裏庭へ行 く。裏庭は広々としていて、家のなかの狭苦 しくて窒息 し
そ うな世界とはちがって、草木は生い茂 り、 目の前には鮮やかな緑の世界が広がっていた。
　裏庭に着 くやいなや、あたかもなにかに向かって走 り出すかのように、なにかがそこで
わた しを待っているかのように、わた しはやみ くもに駆け出す。だが、わた しにはなんの
目的もなかったのである。ただこの庭のなかではなにもかもが生きていると感 じ、わた し
の脚だって跳びはねずにはいられなくなったみたいなのだ。







して、心底自由を愛 し、自由奔放で飾 り気のないおおらかな気質を形成せ しめた」6)と言 う。
蕭紅が6歳のとき、祖母が亡 くなる。そして、蕭紅は祖父について 「詩」を学ぶ。






い と感 じた。だか ら、嬉 しくなって大声で唱え る。わた しの声は祖父 の声 よ り大 きか った。
　わた しが唱えは じめ ると、家 じゅ うに響 き渡 り、祖父は私が喉を痛めてはいけ ない と、
しょっちゅ うわた しに警告 した。
　 「屋根がお まえ の声で吹 っ飛んで しま うよ」7)
　こうして、蕭紅は、「耳に快 く響 く音」 として言語を身につける。後年、その磨かれた言語
感覚から、彼女の躍動感溢れる文体が生み出されるのである。
　このように、祖父は彼女を慈 しみ、教育 し、その成長を喜んだ。
　伯父もまた、聡明な蕭紅を可愛が り、高級小学(小 学5年 、6年)に 進んだ彼女に古文を教
える。そのとき、従兄弟たちも一緒に学んだのだが、伯父はいつも従兄弟たちに 「おまえたち





父長として君臨 した。そ して、娘を相応の相手と結婚させるべ く、さっさと蕭紅の婚姻を決め
て しまう。9)したがって、娘が中学に進学することに何の意味も見出さなかったばか りでな く、
逆に弊害が生ずるのを恐れた。
　このとき、蕭紅は伯父が父を説得 して くれるのではないか、と期待 した。彼女の才能を高 く
評価 していたあの伯父なら、自分が進学することに賛成 して くれるにちがいない、と。 しか し、
























































　ハル ビン左翼文芸界の友人が逮捕された り逃亡 した りしてい く中、蕭紅と蕭軍は、 日本傀儡
政権の憲兵や警察の捜査の手が及ぶのではないかと、恐怖に襲われ、気が動転する。散文集
『商市街』のなかの 「劇団」の一文から、その狼狽ぶ りが窺える。




た。ゴーリキーの写真も燃や した。炉の火は顔が痛 くなるほど燃えた。 日本の憲兵が今に














り取 ることもで きない のか?」
　わた しにそん な方法を思いつ く余裕 などあ るはずが ない!　 本当にバ カなことを した、
キ ズひ とつ のために リンゴを まるごと捨てて しま うなんて!14)
　1934年6月、蕭紅は蕭軍と共に、 日本偲偏政権下のハル ビンを逃れ、青島に至る。
　そ して、小説 『生死の場』を完成させる。
　 『生死の場』は全17章から成 り、前半10章はハル ビンで執筆された。第1章 「麦打ち場」と
第2章 「野菜畑」は 「情吟」のペンネームで、1934年4月20日から5月17日まで、ハル ビンの
『国際協報』副刊 「国際公園」に連載された。
　青島での4ヶ月あまり、蕭紅は彼女の苦難に満ちた生涯の中では比較的安定 した 日々を過ご






を受けて、蕭軍が編集に携わっていた 『青島農報』のメンバーが四散 して しまう。それで、10
月末、蕭軍も蕭紅と共に 日本の汽船に乗って、魯迅 のいる上海に向かった。
　上海で、蕭紅は魯迅 の庇護と援助のもと、多 くの作品を発表する。
　なかでも 「抗 日作家」蕭紅の代表作である中編小説 『生死の場』の出版は、大いに魯迅の手
を煩わせることになる。もし魯迅の力添えがなかったら、出版はかなり難 しかったであろう。







あたか も日本帝国主義が中国国内に大挙進撃 しようと、虎視眈々と機を窺 っている、 まさに
「中華民族存亡の機」ともい うべき時期に、 日本傀儡 政権下の東北の農民の惨状を描いた作品









の苦痛を経験 していた。8歳 で母親と死別 し、18歳で彼女を最も慈 しんだ祖父と死別。21歳で
未婚のまま妊娠、出産。そ して経済的困窮のために嬰児を人手に渡すとい う辛い選択を してい
る。これらの経験、とりわけ妊娠、出産とい う女性にとっての一大事を経験 したことによって、









　胡風が 「読後記」で記 しているように、農民たちは 「アリのように生き、わけもわからず生







　農民たちは毎 日毎 日働き詰めに働 く。実 りの秋に、地主に小作料がきちんと払えるようにと
働 く。 しか し、こんなささやかな望みさえも、叶えられないのだ。




















　 「あたいは も う子供は要 らない って言 った のに!　 まった く、 良心 ってい うものが ない
ん だか ら!　 これ はみ んな あん た のせ い じゃな いか?　 あた いは あ んた に殺 され ち ま
う!」18)























ったので、当時は後半部分が注 目されて、抗 日文学 として高 く評価 され、蕭紅 も東北出身の
「抗 日作家」として脚光を浴びる。
　 しか し、尾坂徳司は 「予想ほどには抗 日が書かれておらず、 日本軍の凶悪残忍さも書かれて




　そ して、葛浩文は 「作者がもともと意図 したのは、彼女自身の日常の観察と生活体験のなか
での素材、つまり故郷の農民の生活および彼らの生死をめ ぐって抗 う状況を生き生きと描き出
すことだった」と論 じ、途中でテーマを変更 したと指摘する。
　概 してい うと、蕭紅は 『生死の場』の作品の途中でテーマを変更 した。農民が決起する
動因もきちんと説明できていない し、後半三分の一の筆は散漫である。それらは蕭紅があ
まりよく知らない題材を描こうと試みたことを示 している21)。












事故等々である。そ して、とどめは 日本帝国主義の侵略、と続 く。素朴で無知な彼らは、耐え
きれないほどの不幸を経験 して、少 しずつ変わってい く。そ して、ついには民族の誇 りに 目覚





羊を捜す とろ くな事にならないと考え、妻にも 「捜すんじゃないよ」 と言 う(第1章)。また、
日本の侵略に対 して起ち上がろうと村人が謀議する場では、軒をかいて居眠 りをする。彼は国




























しみ じみとした余韻 を残 して物語を終える。
4.『生死の場』の女性像
　尾坂徳司は 『生死の場』を一気に読み終えて、「題名にいう 『生死の場』 とは女にとっての
戦いの場の意味ではないのかと思ってみた りした」24)ともらす。
　た しかに、『生死の場』で精彩を放 っているのは、女が生 きるために 「戦 う」場面である。






く傷つけられ、何度も悔 しい思いを したであろうことは想像に難 くない。女を抑圧する男、男
の非人間的行為を許す社会、女は二重三重の不条理を蒙らねばならない。
　ここで 『生死の場』の主人公ともい うべき二人の女性、王婆と金枝について考察 してみたい。
　王婆は、すでに幾多の困難を経てきて、封建的偏見に囚われない、独立心の強い勇敢な女と
して登場する。その風貌の形象　　 「星の光の下で顔の皺が緑がか り、眼は青みを帯び、その














　冬になって王婆の背はひどく曲が り、手には大きな麦粒を持っていた。 しか し、隣人の子供
は大きくなった!… …そのときになってやっと、王婆は、忽然と子供のことを思い出す。
　「……そのあ と、来 る夜 も来 る夜 もつ ら くて眠れ なか った。麦粒が ど うだ ってい うのさ?
そ のときか ら、わた しは麦粒 さえ ど うで もよ くなった!　 今だ って、わた しは何 も大 した





　村の女たちの先頭に立ち、病気の若妻月英の世話を した り、次々と始まるお産を手伝った り
と忙 しい。そ して、小作料値上げの噂を聞いて男たちがそれを阻止 しようと密談 しているのに
気付 くと、他の女たちは自分たちの生活が壊されるのではないかと不穏な動きを心配するが、

















　 「お まえが娶った ら、あ の娘は変わ って しま うだ ろ うよ。今 と違 って、あ の娘 の顔は青
白 くなって、お まえ もあ の娘を気に掛け な くなって、殴 って罵 るだ ろ う!　 男が女を気に









て、妊娠。王恩甲はその事実を知 りながら、蕭紅を旅館に置き去 りに して姿を くらまして しま
う。蕭紅は置き去 りにされた旅館で、宿代が払えずに人質となり、軟禁される。そこで彼女は
自分の意志に関係なく日に 日に大きくなるお腹を抱えて、悶々として過ごす。自分の肉体の一













登場人物であ り、「強姦 される女」であると論断する。そ して、金枝の 「わた しは中国人を恨
















ゆえに受けねばならぬ 「刑罰」や、繕い婦を してさえ食っていけぬ貧窮は、金枝(作 者)
に とってはどうしても忘れ られぬ恨みなのである。当時にあ っては、たんに政治的条件
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